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	ただ今から令和７年度第３回丸亀市福祉推進委員会の方を始めさせていただきます。委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい折ご出席賜りまして誠にありがとうございます。
私は本日の進行を務めさせていただきます、健康福祉部福祉課長の近藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
ここで、本会議の成立について報告をさせていただきます。本会議は、丸亀市附属機関設置条例第１条別表の規定によりまして、委員の半数以上の出席が開催要件となっております。本日の出席は、委員14名中10名の委員にご出席をいただいております。よって、半数以上の定数を充足しておりますことから、会議は成立しております。
また、本日の会議は公開となっております。会議録については、委員の皆様及び出席者の氏名及び発言内容を記載して公表いたします。会議後、出席委員の皆様には、後日、お届けさせていただきますので、内容をご確認いただきますようお願いいたします。
全員の確認を終え、問題がない状態になりましたら、丸亀市のホームページで公開をさせていただきます。
なお、先日書面会議にて開催いたしました第２回丸亀市福祉推進委員会の
会議録につきましても、本日の会議で承認を得られました内容をもって、同
様に公表することとなります。
それでは、次第に沿って会議の方を進めさせていただきます。
まず、次第２、開会にあたりまして、北川会長よりご挨拶を申しあげます。

【会長挨拶】

ありがとうございます。それでは、議事の方に入りたいと思います。議事進行につきましては、丸亀市附属機関設置条例第７条の規定で「会議は、会長が議長となる」とありますことから、北川会長に議長として進めていただきたいと思います。
なお、本日の会議ですが、本計画の中で地域福祉活動計画を担当する丸亀市社会福祉協議会の方から大喜多事務局長、高尾さん、小川さんの３名が出席させていただいております。また、本市が地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定支援業務委託をさせていただいております株式会社名豊の大川さんが同席させていただいておりますので、ご了承の方よろしくお願いいたします。
それでは、北川会長、よろしくお願いいたします。

それでは、次第に沿って議事を進めてまいります。 
委員の皆様には、円滑な進行にご協力いただきますようお願いいたします。
まず、議題１、令和７年度第２回丸亀市福祉推進委員会（書面会議）会議録（案）について、事務局より説明をお願いいたします。

【資料１に基づき説明】


ありがとうございました。ただいまの報告についてご質問・ご意見等ございましたら挙手をお願いいたします。いただきました委員の皆様のご意見を確認いただきまして、また何かお聞きしたいこととかございましたらお願いいたしします。

【質問なし】

そうしましたら、特に他にご意見ないということですので、本件につきましては了承いたします。
議題２の方にまいりたいと思います。議題２の、再犯防止推進計画の取組状況について、事務局より説明をお願いいたします。

【資料２に基づき説明】


ありがとうございました。ただいまの報告につきましてご質問・ご意見等ございましたら挙手をお願いいたします。

今回、再犯防止計画に関連して、私ども保護司会の活動にスポットライトを当てていただきました。前回、第3次再犯防止計画においても、丸亀市は他市に先駆けて積極的に取り組んでくださっており、県からも非常に高い評価を受けております。
また、担当者の方が丸亀市にお越しになり、「この計画の見直しとともに、さらなる推進を図ってほしい」とのご提案をいただきました。その際、私も同席し、計画の見直しについて意見交換をさせていただきました。
このような取組を通じて、保護司の活動がようやく“日の目を見る”と申しますか、これまであまり表立って活動する機会が少なかった分野においても、注目していただけるようになったことを大変嬉しく思っております。
先ほどもご紹介いただきましたが、「社会を明るくする運動」のスタート式では、市長にメッセージを受け取っていただき、記念写真も撮影いたしました。また、この運動の一環として、中学生による弁論大会や、小学生の作文コンテストも開催し、先日その表彰式を執り行いました。
さらに、今年度は予算の都合により見送りとなりましたが、過去にはお城のライトアップも実施いたしました。黄色は幸せの象徴ということで、お城を黄色にライトアップし、普及啓発活動を行いました。
何が申し上げたいかと申しますと、再犯防止計画が議題として取り上げられたことは、私どもにとって非常に意義深く、ありがたいことでございます。今後もこの計画について多くのことを学ばせていただき、皆様からのご意見を参考にしながら、私たちの任務に活かしてまいりたいと考えております。
意見ばかり申し上げてしまい恐縮ですが、以上でございます。

ありがとうございます。私自身も専門の方にはなるので、是非広げていただけたらと思いますし、丸亀市は少女の家もありますし、そういう意味では、犯罪と非行と両方の視点からいろいろ発信できるところではないかなという風にも認識しております。
他に意見等ありましたでしょうか。質問等でも構いません。
非行とは直接的に関係しないかもしれないですが、ちょっと自分の中の関心というかですね、３番の非行の防止及び学校等と連携した修学支援のところで、これはたぶん学校教育課さんの方にお聞きした方がいいんだろうなと思うのですが、スクールソーシャルワーカーが中学校には全員配置されているということだったのですけれども、小学校の方は、聞いた話だと、少し前までは定期的に月に１回とかソーシャルワーカーが入っていたそうなのですけれども、今は、何か問題が起きた時に呼ばれるみたいなことを聞いたので、やはり認識というか、直接的に不登校とかそれが非行につながるわけではないのですが、小学校からやはりソーシャルワーカーとかの存在も子どもたちが知ってもらえるとよいなと思って。もしかしたら違う情報かもしれないのですけれども、スクールカウンセラーさんは非常に定期的に入っているというのは聞いたのですけれども、少しちょっと思ったところです。質問ではないのですけれども、すみません。
他、よろしいでしょうか。
はい。青野委員、お願いします。

今回は、再犯防止ということですけれども、私も３番目の学校等と連携した修学支援というところで、再犯ということは犯罪、他害ということかなと思うのですけれども、今、中学生とか高校生とか、特に女子の自殺数が全国的にも増えておりまして、自分の弱いところというか、解決できなかった家庭の問題であったりとか、そういうところが、他害に出るか、自分自身を傷つける自傷ということに出るか、という出し方の違いのところで、背景は家庭の問題とかいじめとかいろいろあると思いますので、再犯防止と自殺予防の両方、学校等の支援から、地域も含めて連携するといいなと思いました。

やはり、いろいろなものが複雑的に絡み合っていることだと思うので、是非検討していただきたいなと思います。
保健医療のサービスのところで、障害や依存症というところでいうと、やはり精神科とか医療との連携というのは、これからも必要かなと思ったりするのですけれども、そういった専門的な治療とか、そういうところがあるとさらに充実するといいなと、私個人的には思っているところです。
他によろしいでしょうか。

【意見なし】

特に他にご意見がないようですので、本件につきましては了承いたします。
そうしましたら、次の議題に移りたいと思います。議題３、「丸亀市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画」素案（第１章～第３章）について、事務局より説明をお願いいたします。

【資料３に基づき説明】


ありがとうございました。ただいまの報告につきまして、ご質問・ご意見等ございましたら、挙手をお願いいたします。

すみません、ちょっと順番に。計画の期間、丸亀市の総合計画が、令和８年から13年までとなっています。それから、法的な関係とか今までの経緯というのがありますが、第４次の地域福祉計画・地域福祉活動計画、これは一緒になっているのですか、期間が。

丸亀市の総合計画なのですけれども、令和８年度から令和15年度までの８年間が総合計画の期間です。

福祉計画は６年ですね。

はい。


それはやっぱり、法的なものか、今までの経緯からか。

この福祉の方の計画に関しては、だいたい規定で５年程度というようなところで計画期間をしなさいというようなことになっておりまして、そういったところで、前回は５年間というところでしてきたのですけれども、今回から６年間の計画期間とするということで予定をしているところでございます。

もう一点、自分はちょっと分からないのだけれども、16ページの「合計特殊出生率の推移」、これは、どういう使い方をしているのか、合計特殊出生率、似たような表だったら日本の人口が現状維持できるということで、今どんどんどんどん減少して香川県では年間5,000人台ということになっているのだけれども、香川で目標をすべて100という風に表して、中で人口増を図らなくてはいけないと言いながら、これは統計上のこういう数字だから使っているのか、それともこれからの使い方というのか、そこのところがもう１つ分からないのだけれども、16ページは、推移がこうなっているということだけを表して、その目標とする方向にもっていくのか、それともこういう方向だったというだけで表しているのか。そこらの、昔は合計特殊出生率というのをどんどん使って、目標があって、人口はこれだけ、現状維持だったら2.08とか、今それを目標とするということなのか、どうかな、という風にちょっと感じたので。

合計特殊出生率についてのご質問ですけれども、ここの数値を提示しているのは、あくまでこども分野の主たる指標となります率について、現状をここに記載をさせていただいているというようなところでございます。

福祉計画だから当然そうですよね。

よろしいでしょうか。はい。
他にありましたら、挙手をお願いいたします。
これから、イラストとかが入るのですかね。レイアウトの調整を予定しています、というのは、これはすべての章においてということでしょうか。今後表記の仕方が変わる予定でしょうか。

説明の中で、このデータのところに関しては、できるだけ最新の年度のデータをここに反映させていきたいという風に思っているというところで説明をさせていただきました。全体的に、レイアウトも今みたいなものが基本という風に思っていまして、若干コラムが途中で入ったりとか、そういったところで見え方が多少ちょっと柔らかくなるかもわかりませんけれども、そういったところで、基本このような形で予定をしているところでございます。

ありがとうございます。おそらく４章以降で具体的なそういったコラムとか具体的な取組のお話しがあるのかなと思うのですけれども、やっぱり３章とかも全部文章なので、読む側としては少しイラストというか図というか、特に案はないんですけれども、ちょっと見やすくしてもいいのかなとか、例えば、62ページとかですかね、丸亀市における重層的支援体制の考え方も、これも全部文章にはなっているのですけれども、属性を問わない相談支援とか参加支援とか、この辺りの中ポツで書かれているところとかも、もう少し図式化とかしても、パッと住民の方が見る時って、図とかグラフとかいったものが先に目に入るかなと思うので、大事なところ、これからこういうのがやりますというところだと思うので、少しそういう工夫があってもいいのかなとちょっと思ったくらいです。中身については特に変更はないのですけれども。

ありがとうございます。検討させていただきます。


他にいかがでしょうか。

今の委員長が言われた見せ方の問題ですけれども、グラフにしても、全部、何というのか、棒グラフ的な全部左から横に流れる見方をしているので、これをもう少し、円グラフとかちょっと形式を変えると、もう少し見やすいというのか、パッと見て分かりやすいというのか、そういうような見せ方というのはあると思いますので、ちょっとその辺りを研究されたらよいのかなと思います。見せ方の問題であり、あまりにも全部文章が左から右へ、全部グラフも左から右へと流れているので、ちょっと疲れるというのか、そういうのはあると思いますね。

ありがとうございます。検討させていただきます。


一番多いのとかがパッと見たら分かるような形で、たぶん今順番も、そのアンケートの時の項目のままに載っていると思うのですけれども、多いのが一番上とかに来るとパッと見やすいかもしれないし、印があってもいいかもしれないですし、齊藤委員が言った円にしてみるとかですね、やっぱり文章より先にグラフを見るかなとは私も思います。
回答者数とかの位置が上だったり下だったりとかというのは、ずれているところもあったかな、どうかな。そこまでは気にする方はいないかもしれないのですけれども、少し体裁も検討していただけたらいいのかなという風に思いました。
あと、10ページのところの「他計画との関係」というところで、これも見方だけの話ですけれども、丸亀社協さんの地域福祉活動計画が下にあって、「一体的に推進」というのがすごく小さく書かれていたので、もっと大きく書いてもいいかなと思いました。
社協さん、いかがですか。

一緒にやるものなので、話はずっと一緒にしています。ありがとうございます。


ちょっと私も読み返していて、社協さんの方の活動計画をもう少し大きくすべきだなと思っていました。一体的に推進というようなことが分かるように、検討させていただきます。

重層的支援が入るというところで、是非強調していただけたらいいなと思いました。ありがとうございます。他にいかがでしょうか。

今の10ページですけれども、これは逆にしてしまった方がいいかもしれないですね。だから、今こういう形のピラミッドを逆に、例えば、丸亀市地域福祉活動計画（丸亀市社会福祉協議会）を上にもってきて、下に総合計画をもってくるような見せ方という方が、この福祉の推進としては主体的に見えるのかなという風に思って、あくまでも総合計画の方を一番上にもってきてという概念を変えてしまう方がいいと思います。総合計画は総合計画であるわけだから、福祉の中で別に総合計画を上にもってこなければいけないという理由はないと思うんですけどね。

ありがとうございます。そこも含めて、きちんと一体的に福祉の取組の推進がきちんとこの表で表せられるように、検討させていただきます。

ありがとうございます。その他、いかがでしょうか。

【意見なし】

結構全体的に量もありますので、もし気になることがこの後出てきた場合は、個別にお伝えしても大丈夫なのでしょうか。

はい。そうですね。見返していただいたりしながら、そういったところでお気づきの点がありましたら、随時ご意見賜りたいという風に思います。どうぞよろしくお願いいたします。

そうしましたら、他にご意見ないということですので、本件につきましては了承いたします。またご意見があればご連絡ということでよろしくお願いいたします。
それでは、本日の議事はこれで終了いたしました。円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございます。これで議長の任を解かせていただきます。ありがとうございました。

北川会長、議事進行の方ありがとうございました。また、委員の皆様方におかれましても、審議の方ありがとうございました。
それでは次第の方に戻りまして、４のその他ということになりますが、せっかくの機会です。この場で委員の皆様から何か他にご意見等ございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

【意見なし】

特に委員さんからはよろしいですか。はい、ありがとうございます。
事務局から、何か、その他としてありますか。

【会議録について説明】


事務局からは以上ということです。
それでは、これで本日の第３回の福祉委員会は終了とさせていただきたいと思います。貴重なご審議ありがとうございます。なお、地域福祉計画・地域福祉活動計画にかかる次回第４回の福祉推進委員会なのですが、担当の方から委員の皆様には個別にご連絡をさせていただきましたが、急遽、来月の11月14日の金曜日の14時からということで、追加で開催させていただくことといたしました。お忙しい折で急遽ということですが、是非ご出席を賜りたく存じます。会場につきましては、本日と同じく、この災害対策本部会議室となります。急なお願いをさせていただくこととなり、大変ご迷惑をお掛けしました。申し訳ございません。会議の正式な案内につきましては、改めて資料と併せて送付をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
それでは、これですべてを終了したいと思います。お忘れ物のないようご確認の上お帰りください。本日はどうもありがとうございました。
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